
改

正

後

改

正

前

（
占
用
料
の
額
）

（
占
用
料
の
額
）

第
三
条

開
発
道
路
に
係
る
占
用
料
の
額
は
、
別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
（
令
第
七
条
第
八
号
に
掲
げ
る

施
設
の
う
ち
特
定
連
結
路
附
属
地
に
設
け
る
も
の
及
び
同
条
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
同
表
占

用
料
の
欄
に
定
め
る
額
及
び
道
路
の
交
通
量
等
か
ら
見
込
ま
れ
る
当
該
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
営
業
に
よ
り

通
常
得
ら
れ
る
売
上
収
入
額
に
応
じ
て
道
路
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
第
四
条

の
五
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
勘
案
し
て
占
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年
当
た
り
の
妥
当
な
占

用
の
対
価
と
し
て
算
定
し
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
し
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
二
十
七
の

規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で

除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
円
）
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、

各
年
度
に
お
け
る
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た

数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
円
）
の
合
計
額
と
す
る
。

第
三
条

開
発
道
路
に
係
る
占
用
料
の
額
は
、
別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
（
令
第
七
条
第
八
号
に
掲
げ
る

施
設
の
う
ち
特
定
連
結
路
附
属
地
に
設
け
る
も
の
及
び
同
条
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
同
表
占

用
料
の
欄
に
定
め
る
額
及
び
道
路
の
交
通
量
等
か
ら
見
込
ま
れ
る
当
該
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
営
業
に
よ
り

通
常
得
ら
れ
る
売
上
収
入
額
に
応
じ
て
道
路
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
第
四
条

の
五
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
勘
案
し
て
占
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年
当
た
り
の
妥
当
な
占

用
の
対
価
と
し
て
算
定
し
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
し
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
二
十
四
の

規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で

除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
円
）
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、

各
年
度
に
お
け
る
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た

数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
円
）
の
合
計
額
と
す
る
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
占
用
料
の
徴
収
方
法
）

（
占
用
料
の
徴
収
方
法
）

第
四
条

開
発
道
路
に
係
る
占
用
料
は
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
し
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
二
十
七
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た

占
用
の
期
間
に
係
る
分
を
、
当
該
占
用
の
許
可
を
し
、
当
該
占
用
の
同
意
を
し
、
又
は
当
該
占
用
の
協
議
が
成

立
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
納
入
告
知
書
に
よ
り
一
括
し
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の

期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
の
占
用
料
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
分
を
四

月
三
十
日
ま
で
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

開
発
道
路
に
係
る
占
用
料
は
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
し
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た

占
用
の
期
間
に
係
る
分
を
、
当
該
占
用
の
許
可
を
し
、
当
該
占
用
の
同
意
を
し
、
又
は
当
該
占
用
の
協
議
が
成

立
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
納
入
告
知
書
に
よ
り
一
括
し
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の

期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
の
占
用
料
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
分
を
四

月
三
十
日
ま
で
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
開
発
道
路
に
係
る
占
用
料
の
額
の
最
低
額
）

（
開
発
道
路
に
係
る
占
用
料
の
額
の
最
低
額
）

第
四
条
の
二

開
発
道
路
に
係
る
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下
限
の
額
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
本
文
及
び

第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
本
文
中
「
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
し
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
二

十
七
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
入
札
対
象
施
設
等
の

種
類
そ
の
他
の
事
項
を
勘
案
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
期
間
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
項
」
と
、「
占
用
料
の
額
を
定
め
、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の

下
限
の
額
を
定
め
る
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第

一
項
」
と
、「
の
占
用
料
を
徴
収
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
を
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下
限
の
額
と
す
る
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
二

開
発
道
路
に
係
る
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下
限
の
額
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
本
文
及
び

第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
本
文
中
「
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
し
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
二

十
四
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
入
札
対
象
施
設
等
の

種
類
そ
の
他
の
事
項
を
勘
案
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
期
間
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
項
」
と
、「
占
用
料
の
額
を
定
め
、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の

下
限
の
額
を
定
め
る
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第

一
項
」
と
、「
の
占
用
料
を
徴
収
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
を
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下
限
の
額
と
す
る
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。


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